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平成 27年度地域包括支援センター運営方針 

 

高齢者が住み慣れた地域で尊厳あるその人らしい生活をおくるため、要介護状態又は要

支援状態（以下「要介護状態等」という。）となることを予防し、社会参加の促進を図る

とともに、地域における包括的な相談及び支援体制、在宅医療と介護の連携体制及び認知

症高齢者への支援体制の構築等を一体的に推進することにより地域において自立した日常

生活を営むことができるよう、地域包括支援センターを中核に据え日常生活圏域ごとの支

援体制を推進する。 

 

 

１. 地域包括支援センターの機能強化 

高齢化の進展により、一人暮らし高齢者や認知症高齢者等要援護高齢者が増加の一途を 

たどる中で、相談内容は多様化・深刻化しているため、センター職員の質の向上を図る

と共に適切に保健・医療・福祉サービス、又は各種制度に繋ぎ、総合相談の拠点として

機能の充実を図る。 

市が運営支援と進捗管理を行うと共に、地域包括支援センター運営協議会による評価、 

ＰＤＣＡの充実等により、継続的な評価・点検を強化する。地域包括支援センターの取

組に関する情報公表を行うことにより市民に開かれた地域包括支援センターを目指す。 

 

２. 一人ひとりに応じた介護予防の推進 

  要介護状態になることを予防するために、介護予防の意欲を喚起し、日常生活での取組み

が継続するよう支援を行い、自立支援に向けた適切なケアマネジメントを行う。自立に向けた

行動変容を誘導し、個人のニーズに応じた適切なサービスや社会資源を活用した目標型ケア

マネジメントを行う。 

 

３. 認知症施策の推進 

認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）～認知症高齢者等にやさしい地域づく

りに向けて～を受け、日常生活圏域ごとの社会資源把握、地域課題の把握を行い、認知

症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で自分らしく暮らし続

けることができる地域づくりを図る。 

認知症サポーター養成事業等を通して「認知症の普及・啓発の推進」、認知症の連絡

箋の活用や訪問相談等による「認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供」、

認知症の人と家族の交流のつどいや徘徊ＳＯＳ事前登録事業による「認知症の人や介護

者への支援」、地域ケア個別会議や地域ネットワーク会議等を通じ「認知症の人を含む

高齢者にやさしい地域づくり」に努める。 

 



４. 地域ケア会議（個別会議）の実施と地域包括ケアネットワーク体制の推進 

地域ケア推進担当者と連携しながら、日常生活圏域ごとに地域ケア会議（個別会議）

を実施し、自立支援・課題解決をはじめ、地域課題の把握に努める。地域包括ケアネッ

トワーク会議等を町内会などの小単位生活圏域で引き続き実施し、地域の医療・福祉・

保健にまたがる多職種による支援体制の構築を図る。 

また、要支援等認定者を対象に、専門職参加による自立支援型地域ケア会議を開催す

し、高齢者が自立して暮らすことができるためのケアマネジメント支援や自立を進める

ために不可欠な社会資源等の把握等に努める。 

 

 

５.総合的な相談支援の確立 

高齢者等の様々な相談にワンストップで応じ、適切に保健・医療・福祉サービス、又は

各種制度に繋ぎ、総合相談の拠点として機能の充実を図る。潜在している要援護高齢者を

早期に発見し、適切な相談支援に繋げる。 

 

６.高齢者の権利擁護に関する普及・啓発 

 認知症高齢者等の権利擁護を図るため、関係機関と連携し、成年後見制度の利用促進及

び高齢者虐待防止・早期発見について普及・啓発活動に努める。 

 

７.ケアマネジメントの質の向上・平準化 

高齢者の自立支援に向け、介護保険事業者連絡協議会や医療機関等と連携するとともに、

居宅介護支援事業所主任介護支援専門員の資質向上を図り、ケアマネジメント支援体制を

強化する。 

介護支援専門員のケアプラン内容等を検証し、課題の把握に努めるとともに介護保険制度

の健全かつ円滑な運営及びケアマネジメントの技術的向上に取組む。 

 

８.災害時要援護高齢者の把握と救援支援 

地域防災組織等で作成する要援護高齢者の災害時避難支援体制・救援体制について情報

収集し支援する。 

 
















































